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」 （一九右） 、 〈延〉 「引カヅキテ」 （四四ウ） 、 〈長〉 「曳





















①『世に随はざるを以て狂人と為』と云へり。②既に詔命を下され畢んぬ。子細を申すに処無し③只速か 入内有るべきなり。④是れ偏に愚老を助け御座す孝行の御計ひなり。⑤又知らずや、此の御末に王子御誕生有らば、君は国母と崇められ御座さば、愚老は帝祖と云はるべし。⑥家門の栄花にや有るべからん①②③④⑤⑥の順 記すのが、 〈四・闘・盛・南〉 。 〈屋・中〉は、①②③④の順、 〈覚〉は、① ③⑤④の順。 〈延〉は、①②④⑤⑥の記事の後に、 〈長〉は①②③④⑤⑥ 記事の後に、次の
aの記事が続く。
a大方カヤウノ事ハ此世一ツノ事ナラヌ上、天照大神ノ御計ニテコ
ソ候ラメ。 （ 〈延〉四五オ）③を欠くのは、 〈延〉のみ。 〈延〉の④が「只偏ニ愚老ヲ…」と③ 冒頭の「只速かに…」の「只」を記していることからすれば、 〈延〉は③を脱落させた可能性があろう。 孝行を強調する④を諸本が記すのは、父後白河院に常に背いた二条天皇の親不孝ぶりを強調 こ にもなろう。 　
〇既に詔命を下され畢んぬ。子細を申すに処無し
　勅命が下

















とするのは、他に〈長・盛・南〉 、 〈四・覚〉 「外祖」 、 〈延〉 「外祖父」 。「帝祖」は皇帝の祖父の意。 「外祖」 「外祖父」は、母方の祖父の意。〈名義抄〉 「祖父 　オホヂ」 、 「外祖父 　母方ノオホヂ」 （僧中五一） 。必ずしも皇帝の祖父の意とは限らない。 　
〇有るべからん
　「応」を「ら
ん」とも読むこ については、本全釈七―九頁の注解「後に悪心無くは終までも栄ゆべし 覚えたり」参照。 　
〇何と無き御手習の次いで
に





ニに」 （二〇右） 、 〈延〉 「只御





　第二句、 〈四〉 「しづみやはてん」 （二〇右） 、 〈延〉











































































































































となるが誤り。父公能は、お供の公卿や、出車の儀式など、入念に入内の準備をなされたの意。 〈闘・盛〉の場合、 「心も言も及ばれず」で文が終わるが、収まりが悪い 盛〉 「父ノ大臣ハ、供奉ノ上達部、出車ノ儀式、心モ詞モ及ズ」 （
1―八八頁） 。 〈四・延・長・南・屋・覚・
































































































































































同、 〈覚〉なし。例えば、堀河天皇に篤子内親王が入内した際には、「裏濃蘇芳御衣五、濃御単、同御袴、同打衣、上着梅花五重、上着黄菊五重、小打着赤色五重唐衣 白羅御裳也」という装束であ 『中右記』寛治五年十月二十 日条） 。 『平家物語』では、白の御衣 気の進まない再入内への多子の心情を表現するものとして描かれているが、多子の着る衣装として、必ずしも特異なも では かった 〈盛全釈〉の注解「色深キ御衣ヲバ不被召」 「殊白御衣十五計ヲゾ召レケル」 （六―四二頁）参照。 　
〇麗景殿
　後宮の殿舎の一つだが、その












条天皇は、常に父の仰せに背いた親不孝 天皇として描かれ二条天皇のもとに不本意ながらも嫁いだ宮にとって、懐かしく思 出されるのが、近衛天皇との結婚生活であったとする。このように、二条天皇は、 「二代后」では近衛天皇と対照され さら 後、孝子・賢王として描かれる高倉天皇と対照され、 「二条院モ賢王ニテ渡セ給ケルガ、御位ニ即セ給テ後ハ 『天子ニ父母ナシ』ト常ニハ被仰
一テ、





















































































































































































































































































に」 （二一右） 、 〈延〉 「大膳大夫紀兼盛ガ娘ノ腹ニ」 （四六オ） 、 〈長〉













能公女。実大蔵大輔藤原義盛女。 〉 継母中宮 〈育子〉 、 養為
レ子」 とある。
工藤浩台によれば、六条天皇の生母である伊岐氏は、低い出自であったため、 『愚管抄』が の母について、 「御母ハタレトモサダカニキコヱズ」 （旧大系二四一頁）と記し、天皇家の系図や記録に六条の母を空欄にしているもの（ 『日本皇帝系図』等）や 養母であるはずの中宮育子を実母であ か うに記載しているもの（ 『本朝皇胤紹運録』 『一代要記』 『帝王編年記』等）があることからも、伊岐氏が、公には天皇生母として認識されていなかったかとす （四四頁） 。なお、伊岐善盛（致遠）は、徳大寺家の家司で、故に、そ 娘を、徳大寺左大臣実能の女として、 二条院に侍らせることになったと考えられる （佐伯智広一〇五～一一一頁） 。 　
〇皇子に立て奉るべき
　「皇子」 、 〈四・延・







































































































































































（ 『顕広王記』六月二十五日条） 。 　
〇我が朝の童帝を尋ぬるに…
　以




王五十六代」 「諱を惟仁と云ふ は、 〈闘〉の独自異 。 独自記事は、 〈闘〉 に見られる一連の注記記事と考えられ 。特 会話文の中に、諱の注記記事が記されることは、 〈闘〉本文が、語 る本文として生成したものでないことが明らかとなろう。なお 諱の注記記事につ




和天皇の即位年月を記すのは、 他に〈盛〉 。 〈盛〉 「天安二年八月」 （九一頁） 。天安二年が正しい。天安元年の干支は丁丑で正しいが、二年干支は、戊寅。故に、 「元年」は、 二年」の誤写 はな 。清和天皇は、 天安二年（八五八）八 二十七日受禅し、 同十一月七日即位した。『愚管抄』 「清和 　十八年 　諱惟仁。水尾御門ト申。天安二年八月廿七日受禅。 〈九。 〉嘉祥三年月日立坊。 〈一歳。 〉文徳
ノ第四子。貞観六年
正月一日元服。母皇太后藤原明子。 〈忠仁公女。染殿ノ后ト申。 〉…摂政太政大臣藤良房 〈忠仁公。白川殿。日本国幼主摂政此時始
ル也。天
安二年十一月七 即位
ノ日也。 〉 」 （旧大系八三頁） 。 『歴代皇紀』 「天安








　「政を」 、 〈四〉同。 〈延・長・盛・南・屋・覚・



















―一八ウ）と諱が記される。 『愚管抄』 「一条 　廿五年。諱懐仁。寛和二年六月廿三日ニ受禅。 〈七〉 」 （九四頁） 。
〇後一条院九歳
　現存 〈闘〉




場合は、少なくとも善いこと悪いこといずれにおいても心も聡く分別の方もあるので、 その即位は全く問題な 意。この事例などからも、七歳以降の子供は、認識能力においても大人と質的に同等の存在となることが期待され始めていたことが推測できる （松本昭彦三頁）
 
〇
然るに、鳥羽院は五歳 近衛院は三歳 て御即位有りしを、 「早晩 （脱）なり」と人申し合へりしに
　諸本同。 〈延〉 「鳥羽院五歳、近衛院三歳








































































































































































































































一」 （二二右～二二左）と、 〈南・屋・覚・中〉 「やが
て其夜香隆寺のうしとら、蓮台野の奧、船岡山におさめ奉る」 （三四頁） 。一方、 〈延・長〉は「同八月七日、香隆寺ニ白地ニ宿シ進セテ後、彼寺ノ艮ニ蓮台野ト云所ニ奉納
一」 （ 〈延〉巻一―四七オ）とする。以
上からすれば、 〈闘〉は、 「香隆寺の艮蓮台野の辺り、船岡山に送り奉る」と読むべきだろう。 【校異 訓読】
2参照。 〈闘〉が船岡山に触れ





公卿九人、殿上人少々云々」 （八月七日条） 。 『百練抄』 「新院崩 〈廿三〉 。葬
二香隆寺北


























































































1「良」 の右に、朱で 「艮歟」 と傍書。朱による傍書は、本文書写後、音符・訓符が付される際に付されたのであろう。
2「辺
ニ」 。 「ニ」


















































わらず、下の句からではなく、上の句の途中の「問へば」から行が替えられる理由も不明。恐らくは、原本 形を留めるものであろう。なお、 〈闘〉の歌句は、諸本の中でもかなり特異なもの。 〈延〉 「ツネニミシ君ガ御幸ヲケサトヘバ帰ラヌ旅ト聞ゾカナシキ」 （巻一―四七オ） 。〈延〉の歌句と対照させると、異同のある歌句は（ 〈闘〉を除く） 、初句〈中〉 「昨日見シ」 、三句〈四〉 「今日ヨリハ」 、 〈盛・屋・覚・中〉 「今日トヘバ」 。 〈闘〉の歌句が 諸本に比してか り改変されているその理由は判然としないが 「本蔵 聖人」という正体不明の人物を読み手とし、初句の「何つも有る」のように歌語らしくない語を用いている事からすれば、人物を含めて意図的な改変が施された可能性があろう。 　
〇舟岡山の御巓と申すなり
　先の「船岡山に送り奉る」とする




近衛本 「 さいはひ 、蓬左文庫本 御
ミユキ
幸」 、 静嘉堂文庫本 「御
サイハイ
幸」 ） 、 〈南〉
「御幸
サイワヒ
」 （上―六〇頁） 、 〈屋〉 「御
―幸」 （三六頁） 、 〈中〉 「御さいわい」 （三四




出家のことを記す は、 〈延・長・盛・南・屋・中〉同。 『顕広王記』十二月二十七日条「太皇太后宮御出家〈年廿六〉 」 出家は暫くして後
名古屋学院大学論集
（
一三
）
のことであった。( 本稿は、二〇一三年度名古屋学院大学研究奨励金による成果の一つである
)
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